
世界中を魅了！アメリカローズパレードに３度出場

ご
挨
拶

ご
挨
拶

新
緑
が
美
し
く
木
々
の
間
に
ま
ぶ
し
い
光
が
さ
す
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

春
光
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
変
わ
り

な
く
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

平
素
は
春
光
会
の
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
心
よ

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
五
年
ぶ
り
に
橘
翔
会
の
先
生
方
と
合
同
の
懇

親
会
を
開
く
事
が
出
来
、
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

新
緑
の
野
山
に
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

春
光
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
母
校
へ
の
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
援
助
を
賜
り
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
は
全
国
各
地
で
起
こ
っ
た
地
震
を
は
じ

め
、
夏
秋
の
記
録
的
な
猛
暑
の
長
期
化
や
局
地
的
な
大
雨

な
ど
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
多
く
の
人
々
が
苦
し
め
ら
れ

た
年
と
な
り
ま
し
た
。
世
界
に
お
い
て
も
、
ロ
シ
ア
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
戦
争
、
ま
た
、

米
国
第
一
主
義
を
掲
げ
る
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
の
大

統
領
返
り
咲
き
な
ど
激
動
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
少
子
高
齢
化
で
の
人
口
減
少
を
は
じ
め
様
々

き
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
久
し
ぶ
り
の

開
催
と
い
う
事
で
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
点
も
、

改
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
多
く
の
皆
様
の

ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

三
月
に
は
卒
業
さ
れ
た
一
二
一
期
三
二
二
名
の
皆
様
が

新
た
な
会
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
一
二
〇
年
を
越
え
る
歴

史
あ
る
橘
の
良
き
理
解
者
と
し
て
共
に
応
援
し
て
い
け
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
、
私
達
は
様
々
な
価
値
観
の
急
速
な
変
化
、
混
沌
と

す
る
世
界
と
、
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
日
々
で
す
が
、
常

に
前
進
し
続
け
る
京
都
橘
の
卒
業
生
と
し
て
誇
り
を
持
ち

日
々
の
営
み
を
大
切
に
感
じ
、
大
事
に
過
ご
せ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、卒
業
生
の
皆
様
の
ご
活
躍
と

母
校
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
日
本
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
方

向
に
向
か
っ
て
い
く
の
か
、
先
の
見
え
な
い
不
安
な
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
京
都
橘
は
中
学
校「
１
学
年
３
ク
ラ
ス
」、
高

校「
選
抜
・
総
合
類
型
」で
の
入
学
も
３
年
目
と
な
り
、
中

学
校
に
お
い
て
は
新
た
に「
Ｖ
α
ク
ラ
ス
」
を
１
ク
ラ
ス

設
置
す
る
中
で
、
今
年
度
も
多
く
の
入
学
生
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
の
京
都
橘
の
未
来
が
非
常
に
楽
し

み
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
学
校
行
事
に
お
い
て
も
、
昨
年

度
よ
り
も
さ
ら
に
楽
し
く
充
実
し
た
も
の
を
作
ろ
う
と
生

徒
会
執
行
部
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
盛
ん
に

活
動
し
始
め
て
お
り
、
そ
ん
な
生
徒
た
ち
の
頼
も
し
い
姿

を
見
な
が
ら
、
教
職
員
も
生
徒
と
共
に
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
の
先
の
京
都
橘
が
益
々
元
気
に
な
っ
て
い
く
た
め
に

も
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
学
校
生
活
に
対

し
て
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
一
日
一
日
を
大
切
に

過
ご
し
な
が
ら
努
力
を
積
み
重
ね
て
参
り
ま
す
の
で
、
な

お
一
層
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

京
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昨年６月29日（土）に2024年度の総会を京都ブ
ライトンホテルにて開催いたしました。

会員46名　学校３名の参加でした。
総会では「会務報告、会計報告、予算案、役員」が

提案され、いずれの議案も満場一致で承認されました。
総会終了後は、退職教職員の会である「橘翔会」

と５年ぶりに合同懇親会も同時に開催する事が出来、
多くの皆様に参加して頂き、ビンゴゲームや近況報
告等で盛り上がり、大変賑やか
な会となりました。最後に本校
吹奏楽部の卒業生の指揮で校歌
を合唱して閉会いたしました。

会 務 報 告 2024年度
春光会総会報告

【春光会2023年度決算】
自 2023年４月１日 　至 2024年３月31日

自 2024年４月１日 　至 2025年３月31日【春光会2024年度予算】

経常費�
収入の部

項　目 予　算 決　算 増　減 備　考
入 会 金 4,120,000 4,200,000 80,000 @10,000円×420名（高校411名・中学９名）
預 金 利 息 500 29 △ 471
寄付金収入 180,000 10,000 △ 170,000
雑 収 入 10,000 0 △ 10,000 ※感染症拡大防止のため橘祭出店なし（売上なし）

参加費等収入 50,000 0 △ 50,000 ※�感染症拡大防止のため総会・新年会等中止

仮 払 収 入 0 1,500 1,500
預り金収入 0 0 0
基本財産より戻入 0 0 0
前年度繰越金 5,554,298 5,554,298 0
合　計 9,914,798 9,765,827 △ 148,971

収入の部 予算額 備　考
入 会 金 3,250,000 @10,000円×325名
預 金 利 息 100
寄付金収入 180,000 @1,000円×180口
雑 収 入 10,000
参加費等収入 50,000 新年会参加費等
仮 払 収 入 0
預リ金収入 0
基本財産より戻入 0
前年度繰越金 6,248,218

合　計 9,738,318

支出の部 予算額 備　考
事 業 費 3,500,000 会報印刷・郵送費・入会記念品・懇親会参加費補助・ホームページ改修　他
支部補助費 200,000 学年・クラス会・クラブ同窓会補助
慶 弔 費 300,000 クラブ関係お祝い金　他
交 通 費 200,000 役員会・会報誌取材時交通費
会 議 費 50,000 役員会用飲料代　他
事 務 費 200,000 役員会案内郵送代、メール便代等
寄 付 金 100,000 京都橘学園周年事業募金
事務委託費 50,000 京都橘中学校・高等学校への事務委託費
雑 支 出 0
予 備 費 0
基本財産へ組入 0
次年度繰越金 5,138,318
合　計 9,738,318

単位 ： 円

支  出
一 般 会 計 へ 0
翌年度繰越金 12,570,635

合　計 12,570,635

基本財産
収  入

受 取 利 息 134
組 入 金 1,000,000
前年度繰越金 11,570,501
合　計 12,570,635

財産目録�

経 常 費 の 部
現　 金 0

京都銀行 普通預金 5,314,250
ゆうちょ銀行 振替口座 933,968

基本財産の部 京都銀行 定期預金 4,000,000
普通預金 8,570,635

合　計 18,818,853

支出の部
項　目 予　算 決　算 増　減 備　考

事 業 費 2,500,000 2,069,449 △ 430,551 会報発行費用・卒業記念品 等
支部補助費 150,000 20,000 △ 130,000 同窓会補助

慶 弔 費 240,000 203,925 △ 36,075 バレーボール部・陸上競技部・吹奏楽部・サッカー部・太鼓部祝い金
交 通 費 200,000 33,000 △ 167,000 役員交通費
会 議 費 50,000 0 △ 50,000 ※�感染症拡大防止のため新年会中止

事 務 費 200,000 17,735 △ 182,265 切手・ハガキ・残高証明書発行手数料　等
寄 付 金 100,000 100,000 0 京都橘学園周年事業募金
事務委託費 50,000 50,000 0 業務委託料
予 備 費 0 0 0
仮 払 支 出 0 1,500 1,500
預リ金支出 0 0 0
前期末未払金 0 0 0
期末未払金  22,000 22,000 慶弔関係
基本財産へ組入 1,000,000 1,000,000 0
次年度繰越金 5,424,798 6,248,218 823,420
合　計 9,914,798 9,765,827 △ 148,971

単位 ： 円

４月８日	 中学・高等学校入学式　臨席
６月17日	 役員会
７月８日	 春光会総会（本校）
	 �太鼓部
	 　全国高校総合文化祭出場
	 　（お祝い金贈呈）
７月	 �女子バレーボール部、陸上競技部
	 　全国IH出場
	 �吹奏楽部
	 　全国高校総合文化祭出場
	 �陸上競技部　瀧野未来さん
	 　U20アジア大会優勝
	 　（お祝い金贈呈）

９月９日	 役員会
10月	 �吹奏楽部
	 　マーチング全国大会出場
	 　（お祝い金贈呈）
12月	 �女子バレーボール部
	 　春の高校バレー出場
	 �男子サッカー部
	 　�全国高校サッカー選手権大会

出場（お祝い金贈呈）

1月27日	 役員会
2月29日	 春光会入会式

3月1日	 高等学校卒業式　臨席
3月15日	 中学校卒業式　臨席

※�2023年９月９日学園祭は、新型コロナウイル
スの影響により、出展なし

2023年

2024年

（2）2025. 5. 1 発行� 京都橘中学校・高等学校春光会京都橘中学校・高等学校春光会� 2025. 5. 1 発行（3）
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2023年４月～2024年３月

２
０
２
４
年
度

春
光
会
役
員

会
　
　
長

宗　
　

裕
子
（
昭
58
卒
）

副
会
長

森
安　

優
子
（
昭
61
卒
）　

西
村　

育
恵
（
昭
61
卒
）

会
　
　
計

松
井　

京
子
（
昭
44
卒
）　

平
野
万
里
子
（
昭
63
卒
）

会
計
監
査

池
田　

美
和
（
昭
63
卒
）　

髙
橋　

弘
美
（
昭
62
卒
）

常
任
委
員

井
上　

和
子
（
昭
58
卒
）　

森　
　
　

芳
（
昭
62
卒
）　

寺
田　

由
香
（
平
１
卒
）　

吉
川　

等
子
（
平
２
卒
）　

小
松　

里
奈
（
平
５
卒
）　

中
辻　

道
子
（
平
５
卒
）　

村
上　

香
織
（
平
５
卒
）　

幡
井　

信
子
（
平
11
卒
）　

武
永　

康
宏
（
平
15
卒
）　

西
村　

裕
介
（
平
15
卒
）



寄付金のお礼とお願い

卒業式を翌日に控えた２月28日、
フェスティバルホールにて、春光
会入会式を行いました。新たに
同窓会会員となられる121期322
名の皆さんへ、宗会長よりメッセー
ジを贈り、入会記念として「ロゴマー
ク入りペン」を贈呈いたしました。
スタイリッシュなデザインになってお
り、卒業後の新生活でもご活用
いただけると思います。

20～	50人	 10,000円
51～	100人	 15,000円
以上、50人を超える毎に
5,000円アップします。

＊�補助を受けた場合、会報等で紹介
したいので、報告書、写真と案内
対象者の名簿をご提出ください。

氏名 卒業
藤井　昭子 昭25卒・普
松尾　律子 昭35卒・被
川口　良子 昭36卒・被
坂本　敏子 昭42卒・被
大西　京子 昭47卒・普
中村　博美 昭47卒・普
松本　徳子 昭47卒・普
細見佳壽子 昭48卒・商
黒田きみ子 昭50卒・被
山岸　実千 昭54卒・被
善積　和子 昭54卒・被

 

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
（々
敬
称
略
）

案内送付対象者数

入 会 式

春光会に対して、会員の方々からご寄付を
いただきました。氏名を掲載し、お礼に代えさ
せていただきます。引き続き一口千円の寄付を
受け付けていますので、同封の振込用紙でお
願いいたします。住所、氏名と通信欄の寄付
の欄に「口数、金額」をご記入ください。あ
わせて、卒業年、科も忘れずにご記入ください。

京都橘中学校・高等学校春光会� 2025. 5. 1 発行（3）
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嬉しいことに、兄弟姉妹や親子二代、
三代で京都橘中学校・高等学校にご入
学いただくケースが増えています。兄弟
姉妹が本校に同時在学、または兄弟姉妹・
父母が本校卒業生の場合、入学金相当
額が免除されます。

「ファミリー学費減免奨学金」制度

同窓会補助金制度

是非
「橘ファミリー」に！

春光会では、学年、コース、クラス、クラブ単位等の同窓会開催、企画を援助するた
めの補助制度を設けています。はたちを祝う会（20歳）、半世紀（50歳）、還暦（60歳）
等、節目の年に開催されるケースもあります。開催をご計画の方は事務局までご一報くだ
さい。学校のホームページ「同窓会」ページから申請書等のダウンロードもできます。

社会人になってみんなそれぞれの道を歩いてい
る中、こうして久しぶりに高校の教室で集まる
ことができ、懐かしくとても素敵な時間を過ご
すことが出来ました。

インフルエンザの流行もあり少人数にはなりま
したが、思い出話に花を咲かせました。最後に
先生から12年前に自分が書いた手紙をいただき
ました。次回は是非みんなで！

台風の影響で先生方のご出席はかないませんで
したが、50歳記念で集合。約32年ぶりの再会で
したが、あの頃に戻り楽しい時間を過ごせまし
た。

コロナと同時に高校生活がスタートし様々な自
粛を経験した学年。そんなコロナ禍を乗り越え
て、卒業後２年ぶりにVコース８期生全体の約７
割以上の人が集まりました！

先生方からありがたいお話をいただき、仕事、家
庭での役割など一人の自立した女性として、日々
頑張って生きていきたいです。また会える日を楽
しみにしています！

遠方からこの日のために駆けつけてくれたメン
バーもいました。久しぶりに再会できて、色々
な話ができてよかったです！

2018年卒
吹奏楽部同窓会� 2024.３.17

2012年卒
３年４組同窓会� 2024.12.30

1993年卒
学年同窓会� 2024.８.31

2023年卒
V８期同窓会� 2025.１.12

2001年卒
Bコース同窓会� 2024.11.23

2023年卒
３年10組同窓会� 2025.３.８



2025年１月１日、ローズパレード
に日本で初となる３度目の出場を果た
しました。今回はクラウドファンディ
ングを行なったこともあり、世界中に
応援してくださっている方がいる！と
感じる機会が多くありました。京都
橘の演奏演技を見て元気になった！
生きる力になった！というメッセージ

3度目のローズパレード3度目のローズパレード� 幡井　信子（95期生　1999年卒業）
日米グリーンバンド協会

も本当にたくさんいただきました。そ
れもすべて出場者・先生方の想像を
超える練習量と努力があってこそだと
思います。また今までの先輩方が築
いてくださった伝統の賜物だと感じて
おります。そんな京都橘高校吹奏楽
部に卒業してからも関われたことを嬉
しく思っております。

12
月
30
日
　
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ

�
〈
パ
サ
デ
ィ
ナ
シ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
〉

アメリカ・カリフォルニア州の都市パサデナで行われた「ローズパレード」に高校吹奏楽部の現役・卒業生の総勢
200人が「京都橘高校グリーンバンド」として出場しました。ローズパレードは、世界中から選抜されたマーチング
バンドのわずか20団体だけが出場できる、まさに夢の舞台。アジアからの参加は実質１団体という狭き門でしたが、
2012年、2018年に続き３度目の出場を果たしました。日本初の快挙です。

１月１日のローズパレードは、テレビだけでなく、YouTubeでも全世界に中継され、世界中の方々に元気と感動を
届けました。本校吹奏楽部は全日本マーチングコンテスト４年連続金賞受賞、近年は台湾遠征など海外でもさらに
注目を集めており、トレードマークでもあるオレンジの衣装をまとい、楽しい音楽と京都橘ならではのパフォーマンスを
繰り広げました。5.5マイル、約９kmを２時間半かけてのパレードです。これまでに見たこともないほどの大観衆、さ
らには日本とはまた違うノリ。沿道の拍手がスタートからゴールまで鳴りやまず、中には、音楽に合わせて一緒に踊る
人も。「Wonderful！」「Incredible！」などの声に感激しながらのパレード。沿道のみなさんと音楽を楽しみ、笑顔
で会話でき、疲れを忘れるぐらい楽しい貴重な時間でした。

第136回 ローズパレード2025

ロ
ー
ズ
パ
レ
ー
ド
楯
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世界中を魅了！

12月29日　チャリティ
コンサート〈ジョン・
F・ケネディ高校〉
ホストファミリーへの
感謝の気持ちを込めて

12
月
31
日
　
ク
リ
ス
マ
ス
パ
レ
ー
ド

〈
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

�

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
〉

１月１日　ローズパレード

※�帰国後、開催地での※�帰国後、開催地での
大規模火災への募金大規模火災への募金
協力の呼びかけ協力の呼びかけ



報告会の様子

北
川
先
生
と
卒
業
生

母
校
の
校
長
、

監
督
・
コ
ー
チ
と
と
も
に

和
田
・
福
留
選
手
の

サ
イ
ン

オリンピックでは、１次リーグで１勝２敗に終わり、準々決勝
に進めませんでしたが、それぞれに持ち味を発揮し、コートで躍動！
帰国後、2024年８月30日には、両選手が母校を訪ねてくれ、全校生徒を前にオリンピック報告会を開
催しました。報告会では、全校生徒に激闘の思い出と次のオリンピックへの意気込みを語ってくれました。
リベロで活躍の福留選手は「皆さんの応援があって頑張ろうと思えたし、自分自身の成長にもつながった」
と、ピンチサーバーやアタッカーとして活躍した和田選手は「この経験を次につなげて、チームを引っ張り、
メダルに自信を持って挑戦できるように頑張りたい」と力強く語ってくれました。先輩の世界での活躍を
誇りに思うとともに、たくさんの感動・勇気・元気をもらいました。

2024年の夏、テレビにかじりつきながら全日本の試合を観
ていました。緊張感のある試合が続く中、１点ごとに熱くなっ
たり、ヒヤヒヤしたり。二人の活躍は、暑さの厳しい夏に刺
激をもらい、生活を充実させてくれたひと時でした。私だけ
ではなく、たくさんのOGや現役生が京都橘の一員であること
に誇りを持たせてもらいました。

12名しか出場することのできないオリンピックの本大会で２
名の卒業生が選出されたことは稀有なことです。三輪監督
が掲げる「高校生活をロイター板にして卒業してからもさらに
輝ける人材へ」という事を体現してくれています。小柄な二
人が世界の大舞台で戦っている姿は、小さな子供達に勇気
を与え未来のバレーボーラーの発掘にも尽力してくれているの
ではないでしょうか。今後の二人の益々の活躍を祈念すると
共に、現役生の活躍が皆様の心へ届くよう日々 研鑽していき
たいと思います。

石川 真衣（100期生　2004年卒業）
（旧姓　林）

現 京都橘中学校・高等学校保健体育科教諭
女子バレーボール部顧問

京都橘３人目・４人目のオリンピック選手！

京都橘中学校・高等学校春光会� 2025. 5. 1 発行（5）
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一
九
九
〇
年
に
京
都
橘
に
入
職
し
、
三
五
年

間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
三
五
年

間
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
先
日
の
卒
業

式
は
私
に
と
っ
て
も
高
校
最
後
の
卒
業
式
で
、

校
歌
斉
唱
の
と
き
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
三
年
生
の
担
任
は
八
回
、
舞
台
上
で
当

時
の
生
徒
た
ち
の
顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

担
任
を
し
て
い
る
と
き
は
、
授
業
や
学
校
行
事

に
生
徒
た
ち
と
一
生
懸
命
汗
を
流
し
貴
重
な
時

間
を
共
有
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
働
き
方

改
革
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、

学
校
の
主
役
は
あ
く
ま
で
も
生
徒
で
す
。
生
徒

た
ち
と
貴
重
な
時
間
を
過
ご
せ
る
若
い
先
生
方

が
羨
ま
し
く
も
あ
り
ま
す
。
様
々
な
出
会
い
と

別
れ
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
京
都
橘
と
も

い
よ
い
よ
別
れ
を
告
げ
る
と
き
が
き
ま
し
た
。

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
ま
た
一
歩
前
進
し
た
京

都
橘
の
今
後
の
発
展
を
心
よ
り
祈
っ
て
お
り

ま
す
。

北
川
　
克
行 

先
生

（
一
九
九
〇
年
～

二
〇
二
四
年
度

�

英
語
科
）

恩
師
恩
師
か
ら
の

か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

パリオリンピック

日本代表
〈女子バレーボール〉

福留選手福留選手和田選手和田選手

福留　慧美 選手
112期生（2016年3月卒業）
　京都橘高校➡龍谷大学
　 � ➡デンソーエアリービーズ

現在は、Vero Volley Milano
（イタリア ミラノ）で活躍中

和田由紀子 選手
116期生（2020年3月卒業）
　京都橘高校➡JTマーヴェラス
　 ➡公益財団法人日本バレーボール協会

現在は、NECレッドロケッツ川崎で
活躍中

ロンドンオリンピック〈女子バレーボール競技〉の中道 瞳さん
（100期生）、リオデジャネイロオリンピック〈女子マラソン競技〉
の伊藤 舞さん（99期生）に続き、昨夏のパリオリンピック〈女
子バレーボール競技〉に本校出身の２名が日本代表として出場！
本校では、３人目・４人目のオリンピック選手です。



全
体
を
通
し
て

ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
見
え
な
く
な
り
、

対
面
で
の
広
報
活
動
が
通
常
通
り
行
え
る
よ

う
に
な
っ
た
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
定
着

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
も
同
時
並
行
で
動
い
て
お

り
、
特
に
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
は
橘
祭
や
体
育
祭

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
、
ク
ラ
ブ
紹
介
動
画
は
そ
れ
ぞ

れ
数
万
回
の
再
生
数
が
あ
り
大
人
気
で
す
。
コ

ロ
ナ
の
負
の
側
面
だ
け
で
な
く
、
レ
ガ
シ
ー
と

な
り
つ
つ
あ
る
側
面
も
感
じ
た
一
年
で
し
た
。

今
後
も
様
々
な
ツ
ー
ル
で
の
情
報
発
信
を
心

掛
け
て
い
き
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ

本
校
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願

い
し
ま
す
。

中
学
校

九
〇
名
募
集
も
三
年
目
を
迎
え
、
こ
の

二
〇
二
五
年
度
入
試
を
経
て
一
学
年
三
ク
ラ

ス
完
成
年
度
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
入
学
者
と
混
ざ
ら
ず
に
純
粋
な
中

高
六
年
一
貫
教
育
を
行
う
Ｖ
α
ク
ラ
ス
を
新

た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
募
集
初
年
度
か
ら
非

常
な
人
気
を
得
、
総
志
願
者
の
べ
五
七
九
名
の

う
ち
Ｖ
α
ク
ラ
ス
希
望
者
は
の
べ
三
七
八
名

で
し
た
。
平
均
出
願
競
争
率
は
六
・
四
倍
と
な

り
、
京
都
私
立
中
学
校
で
第
二
位
と
な
り
ま
し

た
。
新
入
生
は
一
〇
二
名
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
、
内
訳
は
Ｖ
α
ク
ラ
ス
が
一
ク
ラ
ス
、
Ｖ
ク

ラ
ス
が
二
ク
ラ
ス
で
す
べ
て
の
ク
ラ
ス
が

三
四
名
ず
つ
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
構
成

と
な
り
ま
し
た
。

高
等
学
校

総
合
類
型
・
選
抜
類
型
か
ら
な
る
二
類
型

募
集
の
完
成
年
度
と
な
る
二
〇
二
五
年
度
入

試
で
し
た
。
相
談
会
等
で
も
よ
う
や
く
二
類

型
・
進
路
別
ク
ラ
ス
編
成
が
浸
透
し
て
き
た

感
が
あ
り
ま
し
た
。
京
都
私
学
全
体
で
志
願
者

は
約
一
、〇
〇
〇
名
減
り
ま
し
た
が
、
本
校
の

人
気
は
陰
る
こ
と
な
く
、
学
校
別
倍
率
五
・
四

倍
で
京
都
私
学
第
三
位
、
コ
ー
ス
別
倍
率
は
選

抜
類
型
九
・
五
九
倍
で
京
都
私
学
第
二
位
で
し

た
。
募
集
定
員
の
二
七
〇
名
を
大
き
く
上
回
る

外
部
入
学
者
三
〇
九
名
、
内
部
進
学
者
を
あ
わ

せ
て
三
六
六
名
の
新
入
生
を
迎
え
て
の
春
と

な
り
ま
す
。
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薦
型
選
抜（
公
募
推
薦
）入
試
や
年
明
け
の
共

通
テ
ス
ト
、
私
大
一
般
入
試
、
国
公
立
二
次
入

試
ま
で
一
人
ひ
と
り
が
行
き
た
い
学
校
へ
の

進
学
を
目
指
し
て
最
後
ま
で
粘
り
強
く
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
二
〇
二
五
年
度
入
試
は 

国
公

立
大
学
に
は
難
関
国
立
十
大
学
七
名
を
含
む

合
計
五
五
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
こ
の
中
に
国

公
立
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
で
の
合
格

者
が
過
去
最
高
の
一
六
名
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
立
大
に
は
、
医
学
部
医
学
科
二
名
、

早
慶
理
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
一
三
名
、関
関
同
立
一
四
二

名
、
産
近
龍
二
六
〇
名
、
京
都
橘
大
六
三
四
名

（
内
七
七
名
進
学
）等
延
べ
一
、二
三
九
名
が
合
格

し
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
六
年
間
、
三
年
間
に
わ

た
り
い
つ
も
温
か
く
見
守
り
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
保
護
者
の
皆
様
本
当
に
応
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

卒
業
生
の
今
後
の
活
躍
を
教
職
員
一
同
末

永
く
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

各
大
学
と
も
志
願
者
が
増
加
し
、
多
少
難
易
度

が
あ
が
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
秋
の
入
試
が
始
ま
り
、
今
年
も
な
る

べ
く
早
く
進
路
先
を
決
め
て
お
き
た
い
と
い

う
三
年
生
が
総
合
型
選
抜
入
試
か
ら
増
え
、
年

内
は
昨
年
同
様
に
各
入
試
共
に
激
戦
の
入
試

と
な
り
ま
し
た
。
年
明
け
に
な
る
と
、
志
願
者

が
集
ま
る
大
学
と
そ
う
で
な
い
大
学
が
く
っ

き
り
と
す
る「
二
極
化
」
が
目
立
ち
ま
し
た
。

関
関
同
立
、
産
近
龍
な
ど
の
私
大
は
軒
並
み
志

願
者
が
大
き
く
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
共
通

テ
ス
ト
は
志
願
者
数
が
七
年
ぶ
り
に
増
加
し
、

現
役
志
願
率
も
四
五
・
五
％
で
過
去
最
高
と
な

る
な
ど
国
公
立
志
向
や
共
通
テ
ス
ト
を
利
用

し
た
私
大
入
試
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
生
徒
の
増

加
が
顕
著
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
共
通
テ

ス
ト
の
志
願
者
増
を
受
け
、
国
公
立
志
願
者
も

増
加
し
、
約
四
・
三
倍
の
競
争
率
と
な
り
激
戦

の
入
試
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
一
二
一
期
卒
業
生
三
二
二

名
は
、
年
内
に
実
施
さ
れ
た
指
定
校
推
薦
・
内

部
推
薦
入
試
、
総
合
型
選
抜（
Ａ
Ｏ
）、
学
校
推

二
〇
二
五
年
度
入
試
は
、
新
課
程
入
試
初
年

度
と
い
う
こ
と
か
ら
、
特
に
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
が
ど
ん
な
難
易
度
の
問
題
が
出
さ
れ
る

の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
八
歳
人
口
が
昨
年
に
比

べ
て
お
よ
そ
三
万
人
多
く
、
昨
年
度
に
比
べ
て

学校
の
近況

入
試
状
況

入
試
状
況

進
路
状
況

進
路
状
況

主な合格者数� （４月8日現在）

■国公立大学（55名）
京都大学� ２名
大阪大学� １名
神戸大学� ４名
京都府立医科大学� ３名
京都工芸繊維大学� ３名
京都教育大学� ３名
京都府立大学� ４名
大阪公立大学� ４名
大阪教育大学� １名
奈良県立医科大学� １名
奈良県立大学� １名
滋賀大学� １名
滋賀医科大学� １名
滋賀県立大学� ３名
兵庫県立大学� ４名
神戸市外国語大学� １名
和歌山大学� １名
千葉大学� １名
静岡大学� １名
広島大学� １名
島根大学� １名
徳島大学� ２名
香川大学� １名
福井大学� １名
北見工業大学� １名
三条市立大学� １名
島根県立大学� １名
公立鳥取環境大学� １名
北九州市立大学� １名
高知工科大学� １名
高知県立大学� １名
下関市立大学� １名
名桜大学� １名

■私立大学（1,239名）
同志社大学� 26名
立命館大学� 73名
関西大学� 34名
関西学院大学� ９名
早稲田大学� ４名
慶應義塾大学� ２名
東京理科大学� １名
明治大学� １名
立教大学� ４名
法政大学� １名
東洋大学� ２名
近畿大学� 87名
龍谷大学� 130名
京都産業大学� 43名
京都橘大学� 634名
大和大学� ６名
追手門学院大学� ６名
摂南大学� 26名
同志社女子大学� 11名
関西外国語大学� ８名
京都外国語大学� ４名
武庫川女子大学� ４名
大阪工業大学� 15名
京都女子大学� 13名
佛教大学� 29名
関西医科大学� ３名
兵庫医科大学� １名
岩手医科大学� １名
大阪医科薬科大学� １名
大阪歯科大学� ２名
京都薬科大学� ２名
神戸薬科大学� ２名
立命館アジア太平洋大学� １名
� 他



ご期待ください！

橘祭
2025

３月	 ⃝女子バレーボール部
	 　全国私立高等学校男女バレーボール選手権大会 �  第３位
７月	 ⃝太鼓部　全国高等学校総合文化祭〈郷土芸能部門〉
� 25年連続出場
	 ⃝女子バレーボール部
	 　全国高等学校総合体育大会（インターハイ） �  ベスト８
� 25大会連続27回目の出場
	 ⃝陸上競技部
	 　全国高等学校総合体育大会（インターハイ）
	 　　女子４×400mリレー �  第２位
	 　　女子４×100mリレー �  第４位
� 16大会連続23回目の出場
８月	 ◆ パリオリンピック
	 　バレーボール女子日本代表　卒業生２名出場
	�  ※詳細はp.５をご覧ください。
	 ⃝ロボットプログラミング部　2024　PCカンファレンス出場
	 　　高校　小西 健太� U-18研究奨励賞・優秀賞
９月	 ◆ 第78回国民スポーツ大会　ビーチバレー（少年女子）� 出場
10月	 ◆ 第78回国民スポーツ大会　バレーボール（少年女子）
	 �  京都橘単独チームで出場
	 ◆ 第78回国民スポーツ大会　陸上競技（成年少年男女混合）
	 　　４×400mリレー
	 　　高校　朝田　遥 �  第４走者として、第２位に貢献
11月	 ⃝吹奏楽部　全日本マーチングコンテスト
	 　�
12月	 ⃝男子サッカー部
	 　全国高等学校サッカー選手権大会� 11回目の出場
	 　　開幕戦　国立競技場にて

１月	 ⃝吹奏楽部　アメリカ・ローズパレード出場	 �  ３度目
� ※詳細はp.4をご覧ください。
	 ⃝女子バレーボール部
	 　全日本バレーボール高等学校選手権大会
	 　〈春の高校バレー〉� 27回目の出場
	 ⃝ロボットプログラミング部
	 　U-16プログラミングコンテスト CHaser 全国交流大会
	 　　高校　加藤 大晏 �  第３位
２月	 ⃝ロボットプログラミング部
	 　日本情報オリンピック
	 　　高校　加藤 大晏 �  本選出場
	 ⃝男子サッカー部
	 　近畿高等学校サッカー選手権大会
	 　�  優勝　フェアプレー賞

９月12日（金）・13日（土）
に母校で橘祭（文化祭）
が開催されます。

２日目の土曜日は卒業生も参加可能です。是非ご来場
いただき、生徒会を中心に後輩たちが創り上げる「橘文
化」をご体感ください。
※ご来場の際は、受付でご記帳ください。
※�イベントの詳細、最新情報は学校のホームページでご確認ください。
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2024 年３月～ 2025 年３月TOPICS

◆�各クラス・クラブによる展示・模擬
店／クラブによるホール発表／中
庭ステージ／有志によるグラウンド
ステージ　教員スペシャルバンドも
登場！／生徒会企画
◆�TACHIBANA MARCHE　キッ
チンカーや地元商店街のご協力に
よる出店も
など楽しい催しが盛りだくさん！

2025年
9月13日　　
9：30～15：00

土

金 賞金 賞
〈４年連続〉〈４年連続〉



本年度の春光会総会を下記のとおり開催いたします。総会
後の懇親会は、今年は、春光会、橘翔会（退職教職員の会）、
橘幸会（卒業生の保護者の会）三団体合同での開催となり
ます。ホテルの美味しいお料理をいただきながら懐かしいひとと
きをお過ごしくださいますようご案内申し上げます。

懐かしい恩師もたくさんお越しのことと思います。同窓生の
皆様お誘いあわせの上、ぜひご参加ください。

2026年夏の完成を目指し、中高の新たなシンボル
となる新校舎を建設中です。南門横の外環状線に
面した新校舎は地上４階建てで、１階には父母の会
室、同窓会室、資料室、２階には自習室、３階に
は音楽・書道・美術教室、そして、４階には吹奏
楽部がマーチングの練習ができる広さのホールを配
置します。この新校舎から、「元気いっぱい・笑顔いっ
ぱい・夢いっぱい」をテーマに、全国および世界中
のファンに向けて楽しい演奏と演技を発信していきます。

春光会総会・三団体合同懇親会のご案内

◆  日　時	 2025年７月５日（土）
	 午前10時30分から午後2時
	 （受付は10時）

◆  場　所	 京都ブライトンホテル
	 京都府京都市上京区
	 新町通中立売下る仕丁町330　
	 TEL　（075）441-0489
地下鉄烏丸線「烏丸御池駅」2番出口付近から
無料シャトルバスサービスあり
・地下鉄烏丸御池駅２番出口を出て直進　約100m
　（御池通り沿い室町通手前付近に停車）　　　　　　　　
・烏丸御池駅発：8時20分発以降、毎時00分・20分・40分（20分毎）

◆  内　　容　会務・会計報告・懇親会
◆  参 加 費　春光会員4,000円
	 ○�ご出席のお申込みは参加費の納入をもって受付とさせていただき

ます。同封の振込用紙をご利用ください。
	 ○�準備の都合上、お振込みは６月25日（水）までにお願いいたします。
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・�会報誌がご実家に届いている場合は、ご本人に転送いただけ
れば幸いです。

・�同窓会の活動につきまして、アイデアやご要望がありましたらお
知らせください。

〒612-8026　京都市伏見区桃山町伊賀50
T E L：075-623-0066　F A X：075-601-2125
E-mail：shunkou@tachibana-hs.jp
https://www.tachibana-hs.jp/ 

新道 弘之先生
2024年６月25日
ご逝去
1965年度～1966年度�
� 美術科教員

安宅 富子先生
（旧姓　木村）
2024年10月15日
ご逝去
1945年度～1946年度
� 被服科教員

出水田 智子先生
2025年１月12日
ご逝去
2020年度～2021年度
� 英語科教員

前芝 憲一先生
2025年４月５日
ご逝去
1981年度～2003年度
� 国語科教員

春光会事務局　京都橘中学校・高等学校内

謹んでお悔やみ申し上げます。

事務局より

新校舎建設整備中訃 　 報

記

●参加予定教職員（４月８日現在）　敬称略
　退職教職員：�安養寺 弘子・稲吉 陽作・小笹 喜代子・加藤 素子・河村 知治・北川 克行・窪田 隆夫・

小林 登代・汐崎 啓子・田中 明美・仲村 靖・藤田 秀夫・森田 一美� （50音順）
　現 教 職 員：安田 文彦・藤本 義徳・中村 敬仁（京都橘大学）・北井 香苗
※�今後ご参加が決定の先生方につきましては、学校ホームページ内「同窓会」ページでお知らせします。
ご注目ください。　https://www.tachibana-hs.jp/reunion/

懐かしい卒業生や先生方とお会いできる機会です。

本校
発祥の地

2025
年 度


